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食料レジリエンス・アトラス
食料安全保障を “可視化・予測・実行” 可能な社会基盤へ

衛星データ × AI で、
食料供給リスクを
可視化・分析・予測。
有事には代替産地・輸送ルート・備蓄放出など、
「打ち手」まで提示します。

38%
日本の食料自給率
（カロリーベース）

4,000万人
一極集中する都市部の食料供給

数日
供給寸断から逼迫までの猶予

富士通株式会社 ｜ 食料レジリエンス・アトラス
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【NEDO Challenge ファイナリスト_開発技術紹介(テーマ2)】

食料レジリエンス・アトラス（FRA） - Food Resilience Atlas - 
Satellite & Causal AI Platform -/富士通株式会社



S O L U T I O N  O V E R V I E W

できること ― 衛星×AIで食料供給を守る

リスクの可視化・分析

都道府県・品目別の需給バラン
スとカロリー需給を統合可視化。
AIエージェントと自然文で対話
的に分析できます

被害検知・対策シミュ
レーション
SAR衛星 × 農地データで災害
被害を自動検知。代替産地・
輸送ルートや備えのシミュレー
ションを実施

マルチAIエージェント

代替調達・備蓄放出・先行収
穫など多面的な打ち手を自動
立案・比較し、オーケストレータ
が最適案を提示

仕組み（システム構成）

① データ統合
衛星・気象・農林水産
統計・人口・物流

② AI解析
災害検知＋食料
ネットワークグラフ生成

③ 影響算出
供給不足量・影響地域
・ボトルネック

④ 打ち手提示
代替・備蓄・輸送等を
AIが定量提案

新規性

被災状況の把握に留まらず、食料の“充足”と
“打ち手”まで一気通貫で扱う統合プラットフォー
ムは他にない。

断片的な非構造データを、食料レジリエンスのグ
ラフ構造化データへ統合

社会インパクト
● 調査・判断を 数日 → 数時間 へ大幅短縮

● 都市部 約4,000万人 の供給リスクを可視化

● 属人的判断 → データドリブン な意思決定へ

貢献するSDGs：2 ・ 11 ・ 13

ステークホルダーの声

“供給網寸断と不足リスクを事前に把握でき、備蓄放
出・輸送確保などの政策判断を迅速化できる”
— 政府関係者

“災害検知から食料への二次影響までを一気通貫で可視
化でき、人道支援・政策判断に直ちに活用可能”
— UNDP（国連開発計画）連携

実用化ロードマップ
FY26-27
国内実証

FY27-28 
食料危機国で実装（国連経由）

FY28-29 
多資源へ展開・量子適用
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